
鈴
木
一
彦

議
員

１
．
来
年
度
予
算
に
つ
い
て

２
．
公
共
交
通
機
関
に
つ
い
て

（
１
）
Ｊ
Ｒ
花
咲
線
の
便
数
減

（
２
）
公
共
交
通
機
関
の
あ
り
方

３
．
介
護
を
め
ぐ
る
諸
問
題

４
．
教
育
に
関
す
る
諸
課
題

（
１
）
「
学
力
」
問
題

（
２
）
「
い
じ
め
」
問
題

十
二
月
定
例
月
議
会
は
、
十
五
日
（
火
）
か
ら
十
八
日
（
金
）
ま
で
の
四
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
す
。

初
日
の
十
五
日
、
十
六
日
は
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
党
市
議
団
か
ら
鈴
木
一
彦
議
員
、
橋
本
竜
一
議
員
、

神
忠
志
議
員
が
十
五
日
、
三
番
目
、
四
番
目
、
五
番
目
に
登
壇
し
ま
す
。

今
議
会
は
、
Ｊ
Ｒ
等
の
公
共
交
通
問
題
、
市
立
病
院
の
職
員
体
制
、
サ
ケ
・
マ
ス
流
し
網
対
策
問
題
な

ど
を
各
議
員
が
質
問
し
ま
す
。

橋
本
竜
一

議
員

１
．
根
室
市
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ

ョ
ン
に
つ
い
て

２
．
子
育
て
フ
ァ
イ
ル
の
運
用
状

況
と
「
特
別
な
教
育
的
ニ
ー
ズ
を

も
つ
子
ど
も
」
へ
の
今
後
の
支
援

体
制
の
あ
り
方
に
つ
い
て

３
．
根
室
市
の
「
総
合
的
な
空
家

等
対
策
の
取
り
組
み
方
針
」
に
も

と
づ
く
施
策
の
具
体
化
に
つ
い

て４
．
水
道
料
金
等
に
か
か
わ
る
問

題
に
つ
い
て

５
．
市
市
立
根
室
病
院
に
お
け
る

職
員
体
制
に
つ
い
て

（
１
）
准
看
護
師
の
採
用

（
２
）
専
門
職
を
確
保
す
る
た
め

の
体
制
整
備

（
３
）
事
務
局
体
制
の
課
題
を
ふ

ま
え
た
今
後
の
対
策

神

忠
志

議
員

１
．
今
年
の
地
域
経
済
の
現
状

認
識
に
つ
い
て

問
題
へ
の
対
応

２
・
漁
業
環
境
の
変
化
と
そ
の

振
興
策
と
対
応
策
に
つ
い
て

（
１
）
サ
ケ
・
マ
ス
流
し
網
禁

止
（
２
）「
漁
業
振
興
計
画
」
の

再
構
築
そ
そ
の
方
向

３
．
酪
農
業
の
現
状
と
Ｔ
Ｐ
Ｐ

へ
の
対
応
に
つ
い
て

（
１
）
根
室
市
の
酪
農
業
へ
の

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
影
響

（
２
）
今
後
の
対
応
と
そ
の
方

向
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議

会

日

程

十
五
日
（
火
）

▲
一
般
質
問
（
６
人
）

（
十
時
か
ら
）

十
六
日
（
水
）

▲
一
般
質
問
（
５
人
）

（
十
時
か
ら
）

▲
議
案
の
説
明

（
一
般
質
問
終
了
後
）

十
七
日
（
木
）

▲
常
任
委
員
会

�

総
務
常
任
委
員
会

�

文
教
・
厚
生
常
任
委
員
会

（
二
委
員
会
と
も
十
時
か
ら
）

�

産
業
・
経
済
常
任
委
員
会

（
十
三
時
か
ら
）

十
八
日
（
金
）

▲
本
会
議

 
 

各
委
員
会
報
告
、
意
見
書
採

択
等
（
十
六
時
三
十
分
か
ら
）

◎
十
二
月
議
会
条
例
案

▲
市
税
条
例
の
一
部
改
正
条

例▲
市
保
育
の
実
施
に
関
す
る

一
部
改
正
条
例

▲
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の

設
備
・
運
営
に
関
す
る
基
準
の

一
部
改
正
条
例

▲
市
中
小
企
業
振
興
基
本
条

例
の
一
部
改
正
条
例

そ
の
た
め
に
何
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
。
中
央
ア
ピ
ー
ル
行

進
が
実
施
さ
れ
１
０
年
目
、
戦
後
７
０
年
未
だ
に
「
領
土
問
題
の

前
進
」
が
な
い
中
で
こ
そ
、
こ
の
行
進
の
あ
り
方
、
中
央
紙
の
報

道
、
テ
レ
ビ
局
等
の
扱
い
で
全
国
報
道
報
が
な
さ
れ
な
い
な
ど
報

道
機
関
へ
の
対
応
の
、
主
権
問
題
に
か
か
わ
る
「
領
土
返
還
運
動
」

の
政
府
自
身
の
こ
の
問
題
へ
の
あ
る
べ
き
「
立
ち
位
置
」
等
々
い

ま
こ
そ
「
原
点
」
に
立
ち
返
っ
た
再
考
が
必
要
と
で
は
感
じ
て
い

ま
す
。

☆
下
の
写
真
は
、
戦
前
色
丹
島

 
 

に
あ
っ
た
ク
ジ
ラ
の
顎
の

 
 

骨
を
使
っ
た
鳥
居
の
神
社

 
 

斜
古
丹
神
社
（
ネ
ッ
ト
情
報
の

 
 

 

一
部
に
は
色
丹
神
社
と
な
っ
て

 
 

 
 

い
る
が
、
色
丹
神
社
と
言
う

神
社
は
存
在
し
な
い
）

「北
方
領
土
・中
央
ア
ピ
ー
ル
行
進
」に
参
加
し
て

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

神 
 

忠
志

北
方
領
土
隣
接
地
域
振
興
対
策
根
室
管
内
市
町
連
絡
協
議
会

（
会
長

長
谷
川
市
長
）
が
開
催
す
る
今
年
度
の
返
還
要
求
中
央

ア
ピ
ー
ル
行
進
が
１
２
月
１
日
東
京
都
で
行
わ
れ
、
日
比
谷
公
園

か
ら
京
橋
公
園
ま
で
の
約
２
キ
ロ
強
を
５
０
０
名
が
参
加
し
て
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
行
進
に
は
、
元
島
民
、
領
土
返
還
運
動
関
係
者
、

東
京
根
室
会
、
在
京
の
根
室
関
係
者
や
１
市
４
町
か
ら
行
政
や
議

会
関
係
者
、
姉
妹
都
市
富
山
県
・
黒
部
市
議
会
議
員
の
皆
さ
ん
、

全
国
の
県
民
会
議
な
ど
の
９
３
団
体
等
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ

の
行
進
へ
の
参
加
す
る
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
大
変
な
も
の
と
考

え
ま
す
。
同
時
に
、
道
新
等
の
報
道
に
あ
る
よ
う
に
肝
心
の
東
京

の
人
た
ち
の
反
応
は
、
こ
の
と
こ
ろ
今
一
つ
と
言
う
の
が
私
の
印

象
で
す
。
そ
の
第
一
は
、
こ
う
し
た
領
土
返
還
運
動
自
体
が
、
先

に
書
い
た
よ
う
に
、
様
々
な
地
域
か
ら
も
多
く
の
参
加
が
あ
る
も

の
の
主
と
し
て
根
室
管
内
を
中
心
と
す
る
「
一
地
域
の
課
題
」
と

は
な
っ
て
い
な
い
の
か
と
言
う
想
い
を
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。


